
 　　　　　　本 会 記 事

平成年度事業計画書

．事業の計画

. 会誌その他図書類の刊行(定款第 3 条第 1 号)

) 日本金属学会会報「まてりあ」

◯発行巻・号，発行部数，平均掲載頁数，発行日

第49巻3 号～12号 各号8,000部，毎号平均50頁 毎月 1 日発行

第50巻1 号～ 2 号 各号8,000部，毎号平均50頁 毎月 1 日発行

◯特集等

ミニ特集第49巻 4 号「生体材料の今と未来」 21頁

第49巻 7 号「ナノ構造の形成プロセスと特異な性質」 21頁

第49巻 9 号「新時代に対応した新しい材料教育」 30頁

新技術・新製品特集第49巻 3 号，第50巻 1 号～2 号 15編 45頁

) 日本金属学会誌

◯発行巻・号，発行部数，平均掲載頁数，発行日

第74巻3 号～12号 各号冊子体1,500部，毎号平均80頁 毎月 1 日発行

第75巻1 号～ 2 号 各号冊子体1,500部，毎号平均80頁 毎月 1 日発行

電子ジャーナル毎号冊子体と同時に600部発行

◯特集等

特集第74巻 3～4 号 秋期大会講演論文 20編程度

第74巻 7 号 超伝導材料における組織制御技術の高度化―実用化を目指して― 15編程度

第74巻 9～10号 春期大会講演論文 20編程度

第74巻号数未定 スマートマテリアル 10編程度

第75巻 2 号 希少資源および不足資源の代替ならびに効率的利用(4) 5 編程度

) Materials Transactions
◯発行巻・号，発行部数，平均掲載頁数，発行日

Vol. 51No. 3～12 各号冊子体800部，毎号平均250頁 毎月 1 日発行

Vol. 52No. 1～ 2 各号冊子体800部，毎号平均250頁 毎月 1 日発行

電子ジャーナル毎号冊子体と同時に400部発行

◯特集等

特集Vol. 51 No. 3～4 Selected Papers from JIM Fall Meeting 20編程度

Vol. 51 No. 4 Crystallographic Orientation Distribution and Related Properties in Advanced Materials

(軽金属学会と共同企画) 15編程度

Vol. 51 No. 5 Growth of Ecomaterials as a Key to EcoSociety  10編程度

Vol. 51 No. 8 Advances in Nondestructive Inspection and Materials Evaluation (非破壊検査協会

企画) 10編程度

Vol. 51 No. 9～10 Selected Papers from JIM Spring Meeting 20編程度

Vol. 51 No. 10 Leadfree and Advanced Interconnection Materials For Electronics 20編程度

その他特集企画数件を予定．

) 単行本 増刷 2 冊

. 講演会の開催(定款第 3 条第 2 号)

) 講演大会

◯講演大会委員会 平成22年 7 月および平成23年 1 月

春秋講演大会のプログラム編成および運営ならびに講演大会に関する企画など

◯春期(第146回)大会

平成22年 3 月28日から30日 筑波大学筑波キャンパス(つくば市)

a. 講演発表件数1,039件(予定)

b. 大会参加者数1,800人(予定)

c. 講演内訳 一般講演，公募シンポジウム，ポスターセッション，日本金属学会・日本鉄鋼協会共同セッション(3

テーマ)，受賞・推戴記念講演(第55回学会賞，第55回本多記念講演，第68回功績賞，第49回谷川・ハ

リス賞，第16回増本量賞，第51回技術賞，外国人名誉員推戴記念講演)，外国人特別講演，TMS
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d. 男女共同参画ランチョンミーティング

e. 金属組織写真賞作品展示

f. 講演概要集 A4 版600頁，2,200部，平成22年 3 月28日発行

g. 付設展示会 機器展示およびカタログ展示

◯秋期(第147回)大会

平成22年 9 月25日から27日 北海道大学(札幌市)

a. 講演発表件数1,300件(予定)

b. 大会参加者数1,900人(予定)

c. 講演内訳 一般講演，公募シンポジウム，ポスターセッション，日本金属学会・日本鉄鋼協会共同セッション(2

テーマ)，受賞記念講演(第33回技術開発賞，第 7 回村上記念賞，第 8 回功労賞，第 8 回学術貢献賞)

d. 第 8 回 World Materials Day Award 展示

e. 講演概要集 A4 版680頁，2,200部，平成22年 9 月25日発行

f. 付設展示 機器展示およびカタログ展示

) 分科会シンポジウム(2 テーマ)

◯高性能蓄電池の研究開発動向と材料学的課題(仮) 平成22年 東京(予定) テキスト200部

◯バイオメタルサイエンス研究の最前線(仮) 平成22年 大阪(予定) テキスト200部

) セミナー

◯巨大ひずみ加工により作製される超微細粒・ナノ組織金属の基礎と展開 平成22年 5 月 東京(予定) テキスト200部

) 支部講演会および講習会

) 国内学協会共催講演会

) 国際会議および国際シンポジウム

◯JIMIC7(第13回界面粒界国際会議(iib2010))

平成22年 6 月27日～7 月 2 日 志摩観光ホテルクラシックス(志摩市) 本会主催

◯JIMIC8(マルテンサイト変態国際会議 ICOMAT2011)準備 本会主催

◯JIMIS11(第12回工業材料と構造物のクリープと破壊国際会議 Creep2011)準備 本会主催

◯PRICM7(第 7 回環太平洋先端材料とプロセシング国際会議)

平成22年 8 月 1 日～5 日 豪州ケアンズ市

Materials Australia 主催 本会，CSM, KIM, TMS 共同主催

◯第 2 回 Global Materials Forum ``Energy''

平成22年 8 月 1 日～5 日のうち 1 日 豪州ケアンズ市

PRICM7 の 1 セッションとして開催，本会から 1 件講演

IOMMMS 主催

. 研究および調査(定款第 3 条第 3 号)

) 研究会(継続12テーマ，新規 1 テーマ)

継続テーマ

研究会番号53. 金属系シナジー化合物の遍歴電子制御による高機能化研究会

54. ナノプレーティング研究会

55. 材料における水素有効利用研究会

56. 結晶方位と組織制御研究会

57. 変位型相変態を利用した構造・機能性材料研究会

58. 機能性ポーラス材料研究会

59. 機能性チタン合金研究会

60. 格子欠陥制御工学研究会

61. 核融合システム・材料統合研究会

62. 励起反応場を用いた低次元ナノ材料創成研究会

63. 計算材料科学研究会

64. 触媒材料研究会

新規テーマ

研究会番号65. 高温強度と組織形成の材料科学研究会





選 考 委 員 会 開催数 備 考 選 考 委 員 会 開催数 備 考

名誉員検討委員会 1
学会賞選考委員会 1 第56回授賞選考

各種賞検討委員会 4
功績賞選考委員会 1 第69回授賞選考

谷川・ハリス賞選考委員会 1 第50回授賞選考

増本量賞選考委員会 1 第17回授賞選考

技術賞選考委員会 1 第52回授賞選考

学術功労賞選考委員会 1 第12回授賞選考

研究技術功労賞選考委員会 1 第42回授賞選考

金属組織写真賞選考委員会 1 第61回授賞選考

論文賞選考委員会 1 第58回授賞選考

まてりあ論文賞選考委員会 1 第 8 回授賞選考

技術開発賞選考委員会 1 第33回授賞選考

奨励賞選考委員会 1 第20回授賞選考

功労賞選考委員会 1 第 8 回授賞選考

学術貢献賞選考委員会 1 第 8 回授賞選考

村上記念賞選考委員会 1 第 7 回授賞選考

村上奨励賞選考委員会 1 第 7 回授賞選考

優秀ポスター賞選考委員会 2 第14, 15回授賞選考

若手講演論文賞選考委員会 2 第11, 12回授賞選考

奨学賞選考委員会 1 第19回授賞選考

他機関の各種学術賞，奨励金推薦

 　　　　　　本 会 記 事

) 分科会活動

◯分科会企画委員会 平成22年 7 月 平成23年 1 月 計 2 回

◯分科会委員会 平成22年 3 月27日 平成22年 9 月24日 計 2 回

◯セミナー・シンポジウム委員会 平成22年 7 月 平成22年 9 月 計 2 回

◯第 1 分科，第 2 分科，第 3 分科，第 4 分科，第 5 分科，第 0 分科の活動 随時

) 委員会活動

◯企画委員会

◯国際学術交流委員会

◯セルフガバナンス委員会

◯長期展望委員会

◯男女共同参画委員会

◯技術者教育認定制度等委員会

) 支部研究会活動

) 国内学協会連携活動

◯日本学術会議

◯日本工学会

◯材料戦略委員会(産，官，学) 2 回 材料戦略企画委員会 2 回

◯金属材料系学協会連携協議会 平成22年 3 月，平成22年 9 月

◯科研費委員会 平成22年 3 月，平成22年 9 月

◯技術者認定委員会

◯全国大学材料関係教室協議会 平成22年 3 月，平成22年 9 月

◯エコデザイン学会連合運営協議会

◯男女共同参画学協会連絡会

) 国際学協会連携活動

◯IOMMMS(International Organization of Materials, Metals & Minerals Societies)

第 8 回 World Materials Day 平成22年11月 3 日

◯大韓金属・材料学会

◯TMS

TMS 年次大会に本会代表を派遣

JIM/TMS Young Leader International Scholar Program 交流

◯中国金属学会

. 見学および視察(定款第 3 条第 4 号)

) 講演大会時見学会 ) 支部主催見学会

. 表彰および奨励(定款第 3 条第 5 号)

) 名誉員および各種賞授賞者等の選考委員会

) 支部表彰事業

. 金属博物館の設置運営(定款第 3 条第 6 号)





) 本会単独事業

法定機関および任意の合議機関の諸会議 開催回数 法定機関および任意の合議機関の諸会議 開催回数

社員総会(通常 1 回，臨時 2 回) 3
理事会 8
監事会(定時 1 回，臨時 1 回) 2
評議員会(文書) 4
企画委員会 2
長期展望委員会 2
セルフガバナンス委員会 2
会報編集委員会 6
会誌編集委員会 6
欧文誌編集委員会 6
出版委員会 1
広告企画委員会 2
講演大会委員会 2
本多記念講演運営委員会 1

セミナー・シンポジウム委員会 2
分科会委員会 2
分科会企画委員会 2
戦略推進委員会 2
科研費委員会 2
技術者教育認定制度等委員会 0
男女共同参画委員会 2
国際学術交流委員会 2
名誉員検討委員会 1
学会賞選考委員会 1
各種賞検討委員会 4
功績賞等の各賞選考委員会 20
支部会議 16

諸 集 会 開催回数

名誉員推戴式 1
各賞贈呈式 20
講演大会 2
分科会シンポジウム 2
セミナー 1
研究会(集会) 13
金属組織写真展示 1
World Materials Day Award 展示 1
支部講演会 24

) 他学協会等連携事業

諸 会 議 開催回数 諸 会 議 開催回数

Materials Transactions 編集委員会 1
材料連合協議会 1
金属材料系学協会連携協議会 1
材料戦略委員会 2
材料戦略企画委員会 2
科研費合同委員会 2
男女共同参画合同委員会 1
日本技術者教育認定機構 事務局長連絡会 4

IOMMMS Council Meeting 1
材料連合講演大会 1
男女共同参画学協会連絡会シンポジウム 1
エコデザイン学会連合シンポジウム 1
工学教育連合講演会 1
奨学賞贈呈式 1
World Materials Day Award Winner 授賞式 1
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. 諮問に応じまたは建議をすること(定款第 3 条第 7 号)

) 第期科学技術基本計画推進への提言および協力

) 平成年度科学技術研究費補助金改正への提言および協力

) 新公益法人制度への要望および提言

. 前各号の外本会の目的達成に必要な事業(定款第 3 条第 8 号)

処務の項に記載

．処務の計画

. 特記事項

◯文部科学省の事前定款変更審査および審査結果に基づく理事会での定款変更の案の修正決議を経て，臨時社員総会で定

款変更および細則変更を協議する．

◯社員総会における定款変更および細則変更決議時にまでに関係するすべての規程の改廃および新設を完了する．

◯公益社団法人の移行認定の申請時期は，定款変更登記後，法令ならびに定款および細則の遵守を確認してからとする．

このため平成22年度中の移行認定の申請は見送る．

◯平成22年度中に，本会にとって初めての，従来の指導監督基準に加えて「一般社団法人及び一般財団法人に関する法

律及び公益社団法人及び公益財団法人の認定等に関する法律の施行に伴う関係法律の整備等に関する法律」に基づく

文部科学省実地検査がある見込みである．

. 平成年度事業に関わる諸会議・諸集会



 　　　　　　本 会 記 事

平成年度収支予算書
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